
自宅の危険度をチェック

防災Yes・No
　6月から10月頃は梅雨の長雨や台風の接近・上陸などによる、大雨・
洪水などの水害や土砂災害が起こりやすい時期です。被害を最小限に
するために、下の診断チャートを使って自宅の危険度を調べ、自分に
合った災害時の行動を確認しましょう。

問防災安全課（☎0743-74-1111、内線255）

Yes

Yes

Yes

自宅の隣や近くにがけ地、
急傾斜地、よう壁がある

土砂災害ハザードマップで自宅を確認すると、土砂
災害警戒区域、浸水想定区域またはその付近にある

No Yes

No

START

診断

No

自宅が浸水想定区域
またはその付近にある

自宅の近くに川や用水路
など水が流れる場所がある

AAタイプタイプ BBタイプタイプ CCタイプタイプ

YesYes No

　このタイプは大雨による被害は予想されないため、地
域に避難情報が発令されても慌てて避難する必要はあり
ません。近くで災害が発生し、ライフラインが断絶したと
きのために数日間過ごせるよう生活に必要な備えをして
おきましょう。

避難情報の種類ととるべき行動など
種類 とるべき行動・発令時の状況

避難準備
・

高齢者等
避難開始

雨風がひどくならないうちに早めに避難を始め
てください。
このあと災害が発生する危険性があります。

避難勧告
直ちに避難してください。
災害が発生する危険性が非常に高くなってい
ます。

避難指示
（緊急）

一刻も早く自宅から離れて安全なところへ避難
してください。
災害の予兆が現れたり、近くで災害が発生した
りする可能性があります。

　このタイプは大雨により流れ出る大量の土砂が自宅を
損壊し、身体に危害が及ぶ恐れがあります。災害情報を
こまめに確認し、避難情報が発令されたときにとるべき
行動を右表で確認してください。また、避難時に慌てない
ために、普段から避難所を確認し、貴重品や飲食料など
非常持ち出し品をまとめておきましょう。

　このタイプは大雨による川の氾濫で浸水被害に合う可
能性があります。台風や大雨のときは急激に川の水位が
上昇するため、上表の避難情報を確認しながら、川が氾
濫しそうなときは川から離れて避難してください。安全な
場所に避難ができない場合は建物の2階など、より高い
場所へ移動し、安全を確保しましょう。

各タイプの災害時の行動を裏面でCHECK
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防
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ダ
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ル
」を
始
め
ま
し
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□食料品

□簡易トイレ□消臭剤 □トイレットペーパー

□ウエットティッシュ □ランタン（灯り）

□カセットコンロ・ガスボンベ

□紙食器・割り箸

▶備蓄品

など

保存版

大雨が降ったとき、自宅やその周辺が土砂災害や浸水
被害が起こりやすい地域かどうかを確認できる「土砂
災害ハザードマップ」を確認したことがある

「土砂災害ハザードマップ」
は市ホームページや防災安
全課で確認でき
ます。確認できた
ら、もう一度スタ
ートから始めてく
ださい。

▲ 市ホーム
ページは
こちら

自宅が土砂災害特別警戒区域か土砂
災害警戒区域またはその付近にある

No
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▲ 詳しくは
こちら

AAタイプタイプ

BBタイプタイプ CCタイプタイプBBタイプタイプ

【避難所】

施設名：

住　所：

New

市ホーム
ページ

フェイスブック
（まんてん いこま）

ツイッター
（防災いこま）

テレビ・
ラジオ

緊急速報
メール

生駒市緊急・
災害情報メール

自治会
連絡網

防災行政
無線

広報車両の
呼びかけ

□食品ラップ

□飲料水

※自身で確認し記入してください

【避難所】

施設名：

住　所：

※自身で確認し記入してください


